
 様式６          
         平成 16 年度共同利用実施報告書（研究実績報告書）               
   
１．研究種目名 特定共同研究（A）      ２．課題番号  2004-A-12  
 
３．研究課題（集会）名 和文： 地殻活動に関連する電磁気観測    
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８．研究実績報告 
電磁場の時間変化を追うことによって、地下間隙水の流動（流動電位）、応力の変化（ピ

エゾ磁気効果）、温度構造の変化（熱磁気効果）が捉えられ得る。また、電気伝導度構造

の決定や時間変化を捉えることは、岩石の様々な物理的性質（特に水、メルトの含有率や

温度）の分布とその変化を明らかにすることにつながる。本研究では、地殻活動に伴う電

磁気現象発現機構の解明を図り、力学的観測からだけでは得られなかった地殻内流体の移

動を伴った新しい地殻活動イメージの構築をめざすものである。 

今年度は、伊豆半島地域や北海道東部地域等での電磁気観測において自然電位や地磁気

変換関数の変化が観測されている。これらの変化が地殻活動起源であることを、実験やモ

デルの構築も含めて検証することを目標とした。 
北海道においては東部地域において長基線及び短基線の電場観測、フラックスゲート磁

力計観測による磁場変換関数の変動、プロトン磁力計による全磁力観測をを継続して、地

震発生に関連する電磁場変化の検出を試みた。平成 16年度には 11月 29日および 12月６
日に釧路沖であいついでM7。1、M6。9の大地震が発生した。これにより、道東での地電
位観測点では、コサイスミックなシグナルは観測された。前兆となるようなシグナル今の

ところ不明である。また、厚岸地域での全磁力観測も明瞭な変化は発見されていない。モ

デル計算によると、今回の地震による地磁気の変動はもうすこし内陸側の方で大きかった

と推定された。一方、本年度は2003年十勝沖地震の震源地域上にあるえりも地域において、
広帯域MTおよび長周期MT法に構造探査を行った。データは、現在解析中である。 
また、VＨＦ帯電波の地震に伴う伝播異常の発生地点を特定する観測を充実させるために、
道東の厚岸、根室、弟子屈での観測点を相互に電波の送信、受信を行う観測点を設置した。 
 伊豆半島および東海地域においては、プロトン磁力計による全磁力群列観測、直流法比

抵抗観測、長基線の面的電場観測を継続して、隆起・群発活動に伴う異常変化の検出につ

とめた。このうち、伊東市奥野で行っていた直流法を用いた比抵抗連続観測値（毎日夜

1:00-2:00に測定）に、2004年 4月 24日から 5月 2日にかけておこった群発地震に 1週間
程度先行して比抵抗が低下するという現象が捉えられた。4月 27日に最も比抵抗が低下（約
4%程度の見かけ比抵抗の低下）していて、その日は、網代で日降水量 46.5mmのまとまっ
た雨が降った。しかし、網代において降水が開始したのは朝 7:00以降であり、その前に、
比抵抗が低下していたことになる。しかし、比抵抗測定値は、全般的に網代における降水

量と良い相関を示しており、データのばらつきが大きいことなど、今後の検討が必要であ

る。 


